
東京理科大学大学院　　　正清　裕大
京都工芸繊維大学大学院　飯嶋　真由

回
廊
と
谷

ⅱ 

課
題
と
問
題
意
識

ワ
ン
ル
ー
ム
に
お
け
る
合
理
性
と
は

ⅰ 

設
計
趣
旨

一
般
的
に
普
及
し
て
い
る
ワ
ン
ル
ー
ム
に
お
け
る
空
間
は

滞
留
を
⽬
的
と
し
た
と
き
の
合
理
的
な
室
配
置
と
動
線
計
画
で
あ
る
。

こ
こ
で
提
案
す
る
ワ
ン
ル
ー
ム
で
は
、

い
わ
ゆ
る
滞
留
す
る
空
間
の
周
り
に
回
廊
が
取
り
巻
き

﹁
流
動
﹂
を
⽬
的
と
し
た
と
き
の
合
理
的
な
空
間
を
試
み
、

上
部
下
部
共
に
空
間
を
造
る
お
椀
型
の
造
形
を
見
出
し
た
。

ⅲ 

形
態
操
作
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回
エ
イ
ブ
ル
空
間
デ
ザ
イ
ン
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン

1  :  E n t r a n c e
2  :  K i t c h e n
3  :  L i v i n g  
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space

平
面
的
・
断
面
的
な
シ
ー
ン
が
生
む
空
間
の
広
が
り

こ
の
建
築
で
の
形
態
操
作
は
大
き
く
分
け
て
、

【
回
廊
】
を
作
っ
た
こ
と
と
、
浮
か
ぶ
【
お
椀
型
の
谷
】
で
あ
る
。

こ
の
操
作
は
滞
留
す
る
空
間
と
流
動
す
る
空
間
の
最
大
限
を
求
め
た
合
理
的
な
造
形
で
あ
る
。

4  :  B e d  
5  :  Wo r k  
6  :  To i l e t
7  :  B a t h  

⾕

採光

床・壁・天井の⼀体
床⾯積を⼤きくする

床天井

多数のシーンを⽣む造形

回廊

２
８
㎡
の
空
間
の
中
に
は
一
つ
、
⼤
き
な
お
椀
の
形
を
し
た
⾕
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
谷
は
マ
ン
シ
ョ
ン
の
一
室
に
流
動
的
な
回
廊
を
も
た
ら
す
た
め
に
生
ま
れ
た
。

⼀
般
的
な
ワ
ン
ル
ー
ム
の
滞
留
を
⽬
的
と
し
た
中
廊
下
型
の
構
成
に
比
べ
、

多
く
の
シ
ー
ン
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
シ
ー
ン
の
多
さ
が
ゆ
え
に
既
存
躯
体
以
上
の
空
間
の
広
が
り
を

も
た
ら
し
て
く
れ
る
と
考
え
た
。

こ
れ
ま
で
の
ワ
ン
ル
ー
ム
と
は
ま
た
違
う
、
物
質
的
な
空
間
の
広
さ

よ
り
⼤
き
く
、
豊
か
な
暮
ら
し
が
こ
の
建
築
に
は
現
象
し
て
い
る
。



■谷の深さと人の視界

谷が最も深い空間は、中央のリビン
グである。ここに座ると、両隣のキッ
チンや寝室の低い壁に囲われた安心
感のある空間となる。そこから次に
キッチンに立つと、今度は奥行き７
ｍ程の空間が一望できる開放感のあ
る空間と変化する。
生活者の行動に伴って、視界に映る
空間の広さも変化する。
ワンルームでありながら、
” ひとへや ” ではないような感覚を
つくり出している。

■モノの置き場と人の行動範囲

人は壁際に沿ってモノを置く。する
と一般的なワンルームでは、必然的
に全方位モノに囲まれた空間となる
が、ここでは、もうひとつ内側に壁
を設けることによって、外側にモノ
が置かれなくなり、モノの置き場と
人の行動範囲が逆転する。
行動距離（廊下）を伸ばすことは、非・
合理的に思えるが、生活者の目に映
る空間はめまぐるしく変化すること
によって、認識する空間は広く感じ
られるだろう。
考え事をしながら、歩き回るような
生活像も想像される。
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